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1．はじめに
　前 4 千年紀後半から前 3 千年紀初頭にかけて、南レ
ヴァントからはナイル河下流域1）に起源をもつ物質文
化（以下、エジプト系物質文化あるいはエジプト系遺
物）が多量かつ広範に出土する。ナイル河下流域では
前 3100 年頃には第 1 王朝が開闢し（cf. Hendrickx 
2006; Dee et al. 2013）、他方、南レヴァントでは前
3000 年頃に都市社会が出現することから（cf. de 
Miroschedji 2014; Greenberg 2019）、両地域間関係
は東地中海沿岸域における最初期複雑化社会の出現過
程というより広い文脈の下で様々に解釈されてきた

（表 1）。現在では、アマツィヤ（Amaziya）遺跡

（Milevski, Braun et al. 2016）やネシェル - ラムラ
（Nesher-Ramla）遺跡（Avrutis et al. 2012）からの
新資料の発見もあり、当該期のエジプト系物質文化を
伴う南レヴァントの遺跡は 50 件を超え、両地域間関
係をより具体的に描出できつつある（図 1）。
　それにもかかわらず、研究初期における発掘調査の
精度の低さや、連続的層位からの出土事例が限られた
ことに起因して、エジプトから南レヴァントへの影響
の変遷を定量的かつ精細に追及することが難しい現状
にある。近年では、14C 年代測定法の高精度化やベイ
ズ統計を用いたモデル化によって、主な遺跡の文化層
間の精確な併行関係の把握が進んでいる（cf. Regev 
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et al. 2012）。しかし、両地域間関係の歴史的・社会
的意義を評価するためには、精細な年代学と併せて、
物質文化の変遷も詳らかにする必要があるだろう。
　上記の問題を念頭に、筆者らは 2019 年 7 月より、
イスラエル海岸平野南西部に位置する拠点遺跡テル・
エラニ（Tel ‘Erani）の新規発掘調査によって出土し
た、一連の土器群の研究を実施している。同遺跡で
は、多くのエジプト系物質文化が出土してきた（cf. 
Yeivin 1961; Brandl 1989; Ciałowicz et al. eds. 
2016）。本稿では、これまでに得られたテル・エラニ
遺跡出土土器の定量データに基づいて、前 3200〜
3000 年頃のエジプトからの影響の変遷を精細に捉え
る。また、この暫定的な分析結果から両地域間関係を
再考し、その特質の一端を明らかにする。

2．エジプト -南レヴァント間関係研究史
2.1．南レヴァントにおける両地域間関係
　前 4 千年紀後半における南レヴァントとエジプトの
関係に関する研究は、1950 年代にエジプト 0 王朝末
あるいは第 1 王朝最初のファラオとされるナルメル王

（Narmer）の王名枠（セレク［Serekh］）付き土器片
がテル・エラニ遺跡から出土した時から始まった

（Yeivin 1960）。これ以来、関連データが徐々に蓄積
し、前期青銅器時代（Early Bronze Age、以下 EB）
における両地域間関係が、前 3500 年頃（EB IA 期）
から前 2500 年頃（EB Ⅲ期末）までの長期に亘るこ
とが次第に明らかになってきた（Levy and van den 
Brink 2002; de Miroschedji 2002）。
　両地域間関係は、以下の 4 段階に大別できる。ま

ず、最初期の段階①（前 3500〜3300 年頃）には、イ
スラエル海岸平野南西部付近のワディ・ガゼエ - サイ
ト H（Wadi Ghazzeh - Site H）遺跡やタウル・イ
クベイネ（Taur Ikhbeineh）遺跡からエジプト系土
器が一定程度出土するが、その数量は決して多くはな
い（Roshwalb 1981: 361-364, Table 5; Gophna 
1990 a: 4-6; Oren and Yekutieli 1992）。次の段階②

（前 3300〜3200 年頃）には、ナイル河下流域の首長墓
（ウンム・エル＝カアブ［Umm el-Qaab］遺跡 U-j
号墓等）からレヴァント系土器が大量に出土した

（Dreyer 1998）が、南レヴァントにおけるエジプト
系遺物の出土は希薄であった。さらに次の段階③（前
3200〜3000 年頃）に至ると、イスラエル海岸平野南
西部を中心に、これまでに少なくとも 40 件の遺跡に
おいてエジプト系物質文化が出土した。これ以前との
大きな違いは、確認されたエジプト系物質文化の数量
の多さとレパートリーの豊富さにある。例えば、エジ
プト系土器は、鉢等の開放形から壺等の閉塞形まで幅
広い器種を含んでおり、これらはナイル河下流域から
の搬入品ばかりでなく、南レヴァント産の胎土から生
産されたエジプト系土器をかなりの割合で含むことが
わかっている（Porat 1989）。また、エン・ベソル

（‘En Besor）遺跡におけるエジプト様式の泥レンガ
製 建 物（Gophna and Gazit 1985） や テ ル・ ハ リ
フ・テラス（Tel Halif Terrace）遺跡における地下
式墓（Levy et al. 1997: 14-16）の発見から、当該期
の南レヴァントにおけるエジプト系物質文化の一部
は、当該期の交易関係を示すだけではなく、ナイル河
下流域からの入植の結果として解釈された。最終的
に、 段 階 ④（ 前 3000〜2500 年、EB Ⅱ〜 Ⅲ 期 ） に
は、化粧板（パレット）や石製容器、南レヴァントで
は産出しない石材を用いた棍棒頭・印章・ビーズ等、
奢侈品と思しきエジプト系遺物が限られた遺跡から出
土した（Sowada 2009; Greenberg et al. 2012: 97）。
　上記の 4 段階のうち、特に段階③ではエジプト系物
質文化が顕著であることから、現在に至るまで両地域
間関係に関わる研究の焦点であり続けている。以下で
は、段階③に関する学説の要点を時系列に沿って示す。

2.1.1．軍事侵略・征服説 vs. 交易説
　テル・エラニ遺跡の発掘調査以前に、ナルメル王の
戦勝記念パレットの図像学的検討から2）、南レヴァン
トに対するエジプト第 1 王朝による軍事的な征服が推
測された（Yadin 1955）。その後、ナルメル王のセレ
クとこれに伴う一連のエジプト系土器がテル・エラニ
遺跡 V 層から出土し、当該文化層が火災に遭ってい
たことから、こうした解釈はさらに補強された

（Yeivin 1960）。
　他方で、これに呼応する形で唱えられたのが交易説

表 1　南レヴァント・エジプトの文化編年
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であり、テル・エラニ遺跡から出土したエジプト系遺
物は、エジプト王室から委託を受けた商人による平和
的な商取引の結果と解された（Ward 1963; Amiran 
1974）。

2.1.2．植民説と核 - 周縁モデル
　1970 年代にネゲヴ沙漠北西のエン・ベソル遺跡に
おいて新たに発掘調査が行われた結果、ナイル河下流
域からの移住・植民が想定されるようになった

（Gophna 1976 b, 1990 b; Ben-Tor 1986, 1991）。 エ
ン・ベソル遺跡Ⅲ層からは、土器をはじめとする多量
のエジプト系遺物が出土しており、エジプト系土器の

数量は全出土土器の約 90％を占める。加えて、検出
された矩形建物は全て泥レンガ製であり、在地の様式
ではなかった（Gophna and Gazit 1985）。さらに、
円筒印章や印影を伴う 90 点もの封泥が出土したこと
から（Ben-Tor 1976; Schulman 1976, 1980, 1992）、
エン・べソル遺跡は、交易物品を管理してナイル河下
流域に搬出するための拠点と考えられた（Gophna 
1987）。また、B. アンジェルコヴィッチ（Anđelković）
は、南レヴァントとナイル河下流域から出土したエジ
プト系・南レヴァント系物質文化を総括した上で、
EB IB 期のイスラエル海岸平野南西部及びシェフェ
ラーにおけるエジプト系居留域の成立を推定し、エジ

図 1　南レヴァント・エジプトにおける関連遺跡位置図
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プトが同地域を搾取する非互酬的な経済関係を論じた
（Anđelković 1995）。
　1990 年代後半以降にデータの蓄積と公表がさらに
進むと、両地域間関係は前期青銅器時代の長いスパン
の中で捉えられるようになった。この一連の関係性の
う ち、 特 に 段 階 ③ を「 核 - 周 縁 モ デ ル（Core-
Periphery Model）」で理解しようとする潮流が生ま
れた（de Miroschedji 2002; Levy and van den 
Brink 2002）。核 - 周縁モデルは、世界システム論に
より前 4 千年期後半のメソポタミアを捉えたウルク世
界システム（Algaze 1993 [2005]）を、エジプトと南
レヴァントとの関係に適用し直したものである。この
モデルでは、両地域の本質的に不平等な関係性を前提
とし、南レヴァントはエジプトに資源を提供するだけ
の被搾取地域であり、植民地的な支配を受けていたと
考えられた（de Miroschedji 2002; Levy and van 
den Brink 2002）。

2.1.3．代替モデルの適用
　2000 年代半ばに入り、核 - 周縁モデルによる両地
域関係の理解が抜本的に見直されるようになった。E. 
C. M. ファン・デン・ブリンク（van den Brink）と
E. ブラウン（Braun）は、エジプト系遺物の出土パ
ターンにしたがって、南レヴァントの遺跡を 4 階層に
分類した（van den Brink and Braun 2003; Braun 
2004）。このうち、エジプト系遺物の出土比率が極め
て高い 3 遺跡（テル・エッ＝サカン［Tel l  es -
Sakan］、エン・ベソル、テル・マアハズ［Tel 
Ma’ahaz］）はエジプト人による交易拠点と解され、
南レヴァントにおけるエジプトの文化的・経済的影響
は核 - 周縁モデルが想定したよりもかなり限定的で
あったと考えた。
　また山藤正敏は、南レヴァントにおけるエジプト系
土器出土遺跡を出土比率とパターンにしたがって 5 階
層に分類した（山藤 2007）。これら遺跡の分布傾向
は、G. スタイン（Stein）による「距離 - 同等モデル

（Distant-Parity Model）」（Stein 1999）に概ね合致
し、中核地域（エジプト）から距離が遠ざかるほどそ
の影響が小さくなることから、南レヴァントに対する
エジプトによる直接的関与は限定的であったと判断し
た。 そ の 上 で、 両 地 域 間 関 係 は シ ェ フ ェ ラ ー

（Shephela）のテル・エラニ遺跡周辺を仲介地（「交
換の場」）とした、体系化された交易関係であったと
結論付けた。
　近年では、S. アトキンス（Atkins）が、エジプト
系遺物が多く出土する遺跡を 2 種類に分類し、両地域
間関係の具体像に迫った（Atkins 2017）。この論考で
は、エジプト第 1 王朝により制度化された排他的・保
守的な「交易ディアスポラ（Trade Diaspora）」（テ

ル・エッ＝サカン遺跡やエン・ベソル遺跡）と、民間
商人による交易拠点として在地民との共生を前提とす
る「中間地帯（Middle Grounds）」（テル・エラニ遺
跡及びテル・ハリフ・テラス遺跡）が区別され、両地
域間関係はこれら両者による二峰的な交易関係と捉え
られた。

2.2．ナイル河下流域・北シナイにおける両地域間関係
　前 4 千年紀のエジプト側から見た両地域間関係は、
研究初期より断片的な証拠に基づいて復元されてきた
が（Kantor 1942）、1970 年代以降エジプトと北シナ
イで調査が進むと、両地域間関係は前 3800 年頃から
継続していたことが明らかになった（Guyot 2008; 
Hartung 2014）。
　最初期段階では、前 3800 年頃のテル・エル＝ファ
ライン／ブト（Tell el-Fara’în / Buto）遺跡 Ia 層か
ら在地の胎土を用いた南レヴァント系土器が出土し

（Faltings 2002）、 前 3700〜3500 年 頃 の マ ア デ ィ
（Maadi）遺跡では南レヴァント系の地下式遺構やア
ラヴァ（‘Arava）渓谷産と推定される銅インゴット
が確認された（Rizkana and Seeher 1989; Pfeiffer 
2009）。前 3500〜3200 年頃には、ナイル・デルタのテ
ル・ エ ル＝フ ァ ル カ（Tel l  e l -Farkha）遺 跡

（Czarnowicz 2012）、テル・エル＝イスウィド（南）
（Tell el-Iswid [South]）遺跡（Guyot 2014）等や、
上エジプトの諸遺跡（Hendrickx and Bavay 2002）
から南レヴァント系土器の出土が相次いだ。例えばナ
カダⅢA1 期のウンム・エル＝カアブ遺跡 U-j 号墓か
ら は 360 点 以 上 の 貯 蔵 壺 が 出 土 し た が（Dreyer 
1998）、胎土分析からその生産地をレバノンとする説
もある（Hartung et al. 2015）。前 3200〜3050 年頃
には、南レヴァント系土器はナカダⅢB 期までテル・
エル＝ファルカ遺跡やテル・イブラヒム・アワド

（Tell Ibrahim Awad） 遺 跡 で 出 土 し（van den 
Brink 1992; Czarnowicz 2012）、ナカダⅢC1 期初め
の一時的な消失を経て（Czarnowicz 2012）、同末に
は再び認められるようになった（Hendrickx and 
Bavay 2002）。
　北シナイでは包括的な考古学踏査により、銅石器時
代併行の遺跡が 191 件、また、EB I〜Ⅱ期併行の遺
跡が約 250 件確認され、後者からはナカダⅢ期のエジ
プト系土器が多く採集された（Oren 1989）。一連の
発見により、ナイル・デルタ東部や、カフル・ハサ
ン・ダウード（Kafr Hassan Dawood）遺跡等が所
在するワディ・トゥミラート（Wadi Tumilat）を中
継し、エル＝ベーダ（el-Beda）遺跡や B-50 遺跡等
の北シナイの諸遺跡を通る陸上交易路の存在が推測さ
れた（Oren 1989; Yekutieli 2002; Tassie 2014）。
　以上のうち、ナカダⅢB〜ⅢC1 期の両地域間関係
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は第 1 王朝の成立と関連していたことが窺える。南レ
ヴァントにおいて議論が始まる以前から、エジプトに
おける南レヴァント系物質文化は、交易活動によりも
たらされたと考えられてきた（cf. Kantor 1942）。そ
の後の出土資料の増加に伴い、南レヴァントにおける
状況も加味して、こうした交易活動を具体化する試み
が本格化した（cf. Hartung 2014）。特に、ナイル・
デルタにおける南レヴァント系遺物の層位的な出土
は、交易活動の推移をよく示している（cf. van den 
Brink 1992）。テル・エル＝ファルカ遺跡の発掘で近
年明らかになったナカダⅢC1 期初めの南レヴァント
系土器の消滅と（Czarnowicz 2012）、同時期の南レ
ヴァントにおけるエジプト系物質文化の多量かつ広範
な確認は（cf. Levy and van den Brink 2002）、成立
まもないエジプト第 1 王朝が南レヴァントとの交易を
一方的に展開していた結果として捉えられている

（Czarnowicz 2012）。

3．テル・エラニ遺跡における発掘調査
　テル・エラニ（アラビア語名：テル・イラク・エル
＝マンシイェ［Tell ‘Iraq el-Manshiyyeh］あるいは
テル・シェイフ・アフメド・エル＝アレイニ［Tell 
Sheykh Ahmed el-‘Areyny］）遺跡は、イスラエル
海岸平野南西部とシェフェラーの間、ラキシュ川

（Nahal Lachish）の南岸に立地するテル型遺跡であ
る（図 2）。遺跡は、東側のアクロポリス、その西方
に広がる上位テラス、また、上位テラスの周囲の下位
テラスから成る。これまでの調査により、その規模は
最大で 25 ha 程度を測り、前 3200 年頃までには泥レ
ンガ製の堅固な城壁が居住地を取り囲んでいたことが
わ か っ て い る（Yeivin and Kempinski 1993; 
Milevski, Yegorov et al. 2016; Shalev et al. 2016）。
　テル・エラニ遺跡では、イスラエル建国後の 1956
年に、S. イェイヴィン（Yeivin）を隊長とするイス
ラ エ ル 古 物 博 物 館 局（Israel Department of 

図 2　テル・エラニ遺跡平面図（Shalev et al. 2016: Fig. 3 を再トレース・一部改変）
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Antiquities and Museums）の調査隊により、初の
発掘調査が行われた（Yeivin and Kempinski 1993; 
Shalev et al. 2016: 8-10）。1961 年まで断続的に行わ
れた本発掘調査は、遺跡全体に設けた 13 ヶ所の調査
区において、前期青銅器時代からオスマン朝時代に至
る断続的な居住の痕跡を明らかにした（図 2）。前期
青銅器時代の痕跡は上位テラス・下位テラスに広が
り、とりわけ、D 区では計 12 層から成る厚い文化層
堆積と密集する遺構群が、また、N 区では泥レンガ
製城壁の一部が検出された（Yeivin 1961）3）。この時
に、D 区 V 層からナルメル王のセレクがエジプト系
土器と共に出土した（図 3b）。なお、イェイヴィンに
よる一連の発掘調査に関する最終報告書が未刊行であ
ることから、その成果の全貌は未だ明らかではない。
1989 年には、B. ブランドル（Brandl）により前期青

線道路 35 号線の拡幅工事に先立ち、イスラエル考古
庁により新たに P・Q・R 区が遺跡南西縁辺部に設け
られ、EB IB 期の泥レンガ製城壁が新たに検出された

（Milevski, Yegorov et al. 2016）。

4．出土土器の分析
4.1．対象資料群
　本稿では、ポーランド・イスラエル合同調査隊によ
る D3H 区の発掘調査により、層位的に出土した土器
群 を 分 析 対 象 と す る。D3H 区（ 東 西 20 m、 南 北
15 m）はテル・エラニ遺跡南部の下位テラス付近に
位置しており、イェイヴィンによる D 区西部にその
大部分が重複するように設定された（図 3）。D 区西
部における文化層の掘り下げはⅢ層までにとどまり、
これ以下の文化層はほぼ無傷で残されていたからであ

銅器時代の土器を中心とする未刊行出
土 遺 物 の 整 理 が 行 わ れ た（Brandl 
1989）。この大きな成果として、D 区
で確認された文化層の時期が修正さ
れ、XⅡ〜IX 層 が EB IA 期、VⅢ〜
IV 層が EB IB 期、Ⅲ〜Ⅱ層が EB Ⅱ
期、I 層が EB Ⅲ期に改めて位置付け
られることになった。
　1980 年代後半には、イェイヴィン
による D 区の東隣に設けられた DⅡ
区において、3 次に亘る新たな発掘調
査 が 実 施 さ れ た（Kempinski and 
Gilead 1991）。この調査では 4 つの
文化層（A〜D 層）が識別され、この
うち B・C・D 層はそれぞれ、EB Ⅱ-
Ⅲ期、EB I 期後半、EB I 期前半に位
置付けられた。なかでも、C 層では
大型建物（Building 232）が検出さ
れ、D 区における同時期（VI 層）の
多柱式大型建物（Building 7102）の
存在と併せて、当時の居住活動の一端
がよく窺える（図 3a）。なお、D 区で
多く出土したエジプト系遺物は、DⅡ
区ではほとんど認められなかった

（Yekutieli 2006）。
　2013 年以降は、ヤゲウォ大学とネ
ゲヴ・ベン＝グリオン大学によるポー
ランド・イスラエル合同調査隊によ
り、主にエジプトとの関係を明らかに
する目的で、イェイヴィンによる D
区と N 区それぞれに隣接する新たな
調査区（D3・N3 区）での調査が行わ
れ て き た（Ciałowicz et al. eds. 
2016）。また、遺跡の南西辺を通る幹

図 3　D 区における検出遺構
（a：第 VI 層／第 9 層；b：第 V 層／第 6 層）

（Yekutieli 2016: Figs. 6, 7 及び Czarnowicz et al. 2016: Fig. 8 に基づき作成）
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る。現在までのところ、D3H 区は 5 m 四方の 8 つの
グリッドから成る。時間的制約の中でエジプト系土器
の出土傾向を適切に把捉するために、本稿の分析で
は、J11 及び J12 グリッド出土土器に対象を絞ること
にした（図 3b）。6 層では、J11 はエジプト系の建造
物とも捉えられる泥レンガ製大型矩形建物（Building 
H4） の 内 側 に 位 置 し て い た の に 対 し、J12 は
Building H4 の北方、おそらくは屋外に位置していた
と考えられる。これにより、少なくとも 6 層について
は屋内外の傾向差・機能差をある程度考慮することが
できた。
　D3H 区では、イェイヴィンによる D 区の発掘調査
に よ り 識 別 さ れ た 計 12 の 文 化 層（XⅡ〜I 層 ）

（Yeivin 1961; Yeivin and Kempinski 1993）のう
ち、VI〜IV 層が現在までに調査されている。D3H
区の発掘調査では、イェイヴィンによる層序をほぼ踏
襲しながらも、建築遺構の改築等に鑑み、より精細な
文化層が新たに設定された。現在、発掘調査は最下部
分で 9 層（VI 層）にまで達している。本研究の分析
対象は、旧文化層の VI〜IV 層、新文化層の 9〜4 層
である（表 2）。
　分析対象とする出土土器の抽出にあたっては、①床
面や床面直上の整地層、床面から掘り込むピット等、
ローカスのコンテクストが明確であること、②出土土
器の点数が比較的多いこと、③研究対象とした層序を
網羅すること、に十分留意した。結果として、9〜4
層に亘る計 16 ローカスからの出土土器計 1311 点を分
析対象として抽出した（表 3）。なお、上層の 4・5 層

（＝IV 層）は J11 においてのみ、9 層は J12 において
のみ認められた。

4.2．コードによる記録
　テル・エラニ遺跡出土土器を系統・型式・機能・生
産等の多角的な視点から効果的に分析するために、
Y. イェクティエリ（Yekutieli）による北シナイでの
採 集 土 器 の 分 析 に 用 い ら れ た 4 文 字 の コ ー ド

（Yekutieli 1998）を発展させ、対象とした全出土土器
各個体を 6 文字のアルファベットにより記録した4）。
6 文字はそれぞれ、1）器種、2）形態（1）、3）形態

（2）、4）胎土（混和材）、5）器面装飾、6）成整形技
法、を示している（表 4）。最後の 2 項目は、筆者ら
が新たに追加した。1）器種は、南レヴァントとナイ
ル河下流域に見られる一般的な土器型式の機能を推定
した分類である。例えば、中・小型の鉢類を供膳具

（B, E）、外面に煤が付着した無頸壺を調理具（C）、
また、有頸壺を貯蔵具（J, M, S, P）に分類してい
る。2）形態（1）は、主に胴部・把手部・頸部・底部
の外形を表す。また、3）形態（2）は、主に口縁部の
外形と注口や貼付文の存在を表す。形態（1）・（2）に
より、閉塞・開放両型式の形態的特徴を表現した。4）
胎土（混和材）は、主に肉眼観察に基づく分類であ
る。焼成や質感等の情報を捨象した分類項目ではある
が、南レヴァント系とエジプト系を区別するにあたり
十分に有効であった5）。5）器面装飾は、土器外面に
施された各種調整やスリップ・彩文を表す。調整に
は、磨研・ケズリ・ハケメが含まれる。6）成整形技
法は、土器内面に施された各種調整の詳細を表す。調
整は、ロクロナデ・ナデ・磨研・ケズリ・指頭圧痕か

表 3　分析対象ローカスとサンプルサイズ表 2　テル・エラニ遺跡 D3H 区の文化層と対応時期
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ら成るが、ナデと磨研はその主な方向も区別している。

4.3．エジプト系土器の識別について
　テル・エラニ遺跡出土土器群におけるエジプト系土
器は、形態、胎土（混和材）、焼成・質感等により、
南レヴァント系土器からの区別が可能であった6）。中
型貯蔵具（N）（図 4: 8, 9）（胎土（混和材）＝M, N, 
R）、大型供膳具（O）（図 4: 16）（胎土（混和材）＝
C, S）、およびブレッド・モールド（D）（図 4: 18）

（胎土（混和材）＝S）は南レヴァント系土器には存
在せず、区別が容易である。以下、両系統共に認めら
れる器種のうち、数量が多い大型貯蔵具（M, P, S）
と中・小型供膳具（B, E）におけるエジプト系土器の
特徴を述べておきたい。
　エジプト系大型貯蔵具は、胴部片のみの資料が大半
を占める。確認できた口縁部は全て、外方に折り返さ
れる（形態（2）＝A, D〜G；図 4: 1, 2）。胎土（混
和材）は M・N・S が多く、質感は稠密、断面は赤・
黒褐色や淡褐色を呈し、しっかり焼き締められてい
る。混和材は南レヴァント系に比べて少量かつ小さ
い。器面には均質なナデが施されることが多く、器面
の平滑度は南レヴァント系に比べて高い。上記の特徴
は、エジプト系小型貯蔵具（J）にもほぼ通有である。
　エジプト系中・小型供膳具の口縁部には、①内彎あ
るいは内屈曲するもの（器種＝B；図 4: 10, 11）、②
外上方に緩やかに開きやや鋭い端部をもつもの（器種
＝B；図 4：12）、そして、③外反し端部を丸く収める
もの（器種＝E；図 4: 13）があり、①・②が主体を
占める。③は W. M. F. ピートリー（Petrie）による
型式 3 に相当する（Petrie 1953: I）。胎土（混和材）
は N が特に顕著であり、他に M・R・U 等も比較的

多く見られる。質感は精良、断面は橙系色（器種＝
B）や灰白色（器種＝E）を呈し、良好に焼成されて
いる。混和材は南レヴァント系に比べ少量かつ小さ
い。多くの資料は内外面全体が精細な暗赤色磨研ある
いは磨研のみで仕上げられるが、なかにはナデのみで
調整されるものもある。器面の平滑度は南レヴァント
系に比べて高い。
　これまでの研究により、エジプト系土器は搬入品と
南レヴァント産（在地産）から成ることが知られてい
る（Porat 1989）。しかし、これらの精確な峻別には
偏光顕微鏡による記載岩石学（Petrography）的分析
が必要なため、今回の分析ではこれらを区別せずに

「エジプト系」として一括することにした。また、エ
ジプト系土器に用いられた粘土（ナイル・シルトと
マール・クレイ）の区別は資料観察時の分析項目にな
く、本稿での言及は叶わない。
　なお、イェイヴィンによるテル・エラニ遺跡出土土
器群中には、ハイブリッド型土器が認知されていた

（Brandl 1989）。これは、土器型式はエジプト系であ
るが南レヴァント系土器と同様の胎土（混和材）から
製作された土器、及び、南レヴァント系の土器型式を
呈するがエジプト系の胎土（混和材）を用いて製作さ
れた土器から成る。こうした中間的な性質を持つ土器
は、その胎土（混和材）の特徴から、分析対象資料中
においても識別することができた（4.4.3. 参照）。

4.4．分析
　以下の分析では、アルファベット・コードにより記
録した各項目のうち、特に顕著な傾向を見出せた、器
種、胎土（混和材）、器面調整をとり上げる。

表 4　土器記録コードの概要
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4.4.1．両系統土器の構成
　9 層から 4 層に至る連続的な文化層を分析対象とし
た結果、エジプト系土器の微細な増減を認識すること
ができた。
　まず、エジプト系土器の出土比率をみると、上層に
いくにつれて増加する傾向が明らかになった（図
5a）。J11 では、8 層のエジプト系土器は約 17％で
あったが、7 層では約 28％に増加し、さらに 6 層以降
ではエジプト系土器の比率が倍増し、55〜72％まで占
めるようになる。一方、J12 では、9 層で僅かに 6％
であったエジプト系土器は漸次的に増加し、6 層で約
26％を占める。
　ところが、層位別出土数に着目すると、上記とは異
なる結果が浮き彫りとなる（図 5b）。J11 では、8 層
で 22 点しか認められなかったエジプト系土器が、7
層で 69 点にまで増加する。しかし、その直上の 6 層

では 42 点に数量を減らし、5・4 層で再び増加に転じ
るものの、7 層における数量を大きく超えるには至ら
ない。なお、7 層で最大値をとる南レヴァント系土器
はこれ以降の文化層では激減し、6〜4 層では 50 点を
超えることはない。これにより、J11 の 6〜4 層では
土器の出土総点数が、7 層に比べて大幅に落ち込む。
これに対して、J12 では、9 層で僅か 5 点だったエジ
プト系土器は、8 層で 18 点、7 層で 27 点と微増し、6
層に至って 89 点にまで急増することが判明した。ま
た、6 層では、南レヴァント系土器も 252 点を記録
し、下層に比べ急増している。
　上記から、J11 の 6 層におけるエジプト系土器の比
率の増大は、エジプト系土器の数量の増加というより
もむしろ、南レヴァント系土器の激減に起因する現象
と考えられる。さらに、J11 の 7 層から 6 層における
南レヴァント系土器の激減は、J12 の 6 層における南

図 4　D3H 区出土土器の主要な器種
（＊はエジプト系土器、＊が付いた器種名はエジプト系のみ存在、調理具 CP は南レヴァント系のみ存在）

（7: Braun 2016: Fig. 1: 2, 18: Czarnowicz 2016: Fig. 2: 13）
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レヴァント系土器の激増と連動しているようにみえ
る。これらの結果は、空間の屋内外にかかわらず、
7〜6 層に何らかの大きな変化があった可能性を示唆
している。

4.4.2．器種構成
　今回の分析で用いたコードでは、分析対象土器を、

特殊器種（A）を除く 13 器種に分類した（表 4）。こ
れらをさらに 8 器種にまとめ、分析結果の簡便化を
図った（図 4）7）。
　エジプト系土器の器種構成では、大型貯蔵具が概し
て多い（図 5c）。しかし、J11 の 7・4 層、また、J12
の 6 層では、他器種の比率が他層に比べて高い傾向が
ある。特に、J11 の 7・4 層では供膳具、J12 の 6 層で

図 5　項目別定量分析の結果
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は調理具が目立つ。したがって、これら 3 つのコンテ
クストでは、空間の機能が他に比べて多様化していた
可能性がある。また、J11 の 7 層から 6 層にかけて大
型貯蔵具が優越化する傾向は、J12 の同層が示す多様
な器種構成と対極的である。6 層における屋内外空間
の機能分化を示す現象とも捉えられる。
　なお、南レヴァント系土器は、エジプト系土器と同
様に大型貯蔵具が概して多いものの、一定比率の調理
具を全ての層で必ず伴っている（図 5d）。層位毎の大
きな傾向差は認められないが、土器の出土数量が減少
する J11 の 6〜4 層では、調理具の比率が相対的に高
くなっている。

4.4.3．胎土（混和材）
　エジプト及び南レヴァント両系統土器の胎土（混和
材）には多数の種類が認められたが、7 種類（C, H, 
M, N, R, S, U）はエジプト系に特有、また、9 種類

（D, E, K, L, P, Q, V, W, X）は南レヴァント系に特
有な胎土（混和材）と考えられる。このうち、エジプ
ト系では M・N・R・S、南レヴァント系では Q・
V・W が大多数を占めている（図 6）。器種構成の分
析結果を踏まえて、最も安定的に出土する大型貯蔵具
に焦点を絞って、胎土構成の変化を以下に見ていく。
　エジプト系の大型貯蔵具では、特に J11 において、
M・N の比率が概して高い（図 5e）。一方、R は J11
の 7 層までは一定の比率で存在したが、6 層で S が代
わりに用いられるようになり、その比率を伸ばす。な

お、J12 では、出土数量の制約から明確な傾向を見い
だせない。南レヴァント系の大型貯蔵具では、J11 の
6・4 層を除いて、V・W が大多数を占めている（図
5f）。
　上記の傾向以外で重要なのは、エジプト系の大型貯
蔵具の中に、南レヴァント系に特有の胎土（混和材）
で製作されたハイブリッド型土器が、少数ながらも存
在することである。また、エジプト系に特有の胎土

（混和材）により製作された、南レヴァント系の大型
貯蔵具も存在する。エジプト系の大型貯蔵具では、ハ
イブリッド型は J12 の 6 層において特に顕著である

（全 32 点中 12 点）。南レヴァント系の大型貯蔵具で
も、同じく J12 の 6 層におけるハイブリッド型の出土
が、他のコンテクストに比べてやや目立つ（全 185 点
中 18 点）。これと同様の傾向は、数量が少ないながら
も供膳具にも見られたことから、6 層における土器生
産の文化的交流が示唆される。

4.4.4．器面調整
　器面調整は、成整形技法（主に内面）と器面装飾

（主に外面）から成り、各項目に関する分析を大型貯
蔵具と供膳具に対して実施した。以下では、数量がよ
り多い大型貯蔵具に焦点を絞って分析結果を記述する。
　大型貯蔵具には、成整形技法としてナデが多用され
ていた（図 5g・5h）。ナデは 6 種類から成る（表 4）
が、これらを全て合わせると、ほとんどのコンテクス
トで過半数を占めている。この他、対象資料のロクロ
整形を裏付けるロクロナデ（A）が一定の比率で認め
られた。特に、ロクロナデ痕跡が残るエジプト系の大
型貯蔵具は、6 層を境に増加していく傾向が見られる

（図 5g）。J11 の 5・4 層では、各層でエジプト系大型
貯蔵具全体の 29.6％（5 層）及び 35.1％（4 層）をロ
クロナデ調整が占めるようになった。一方、南レヴァ
ント系の大型貯蔵具では、J12 の下層（9・8 層）にお
いて少量のロクロナデ調整（9 層：15.0％＝9 点；8
層：12.6％＝1 点）が見られたが、これより上層では
ロクロナデはほとんど存在しない（図 5h）8）。なお、
J11 の 6 層以降での南レヴァント系の大型貯蔵具は出
土点数が少なく、傾向の比較はできない。上記から、
6 層以降では、エジプト系の大型貯蔵具の製作にロク
ロを用いる機会が徐々に増加した状況を推察できる。
　なお、大型貯蔵具の器面装飾（外面）は、ナデ調
整、赤・白色スリップが主体を占める。明確な傾向を
把握するのは難しいが、エジプト系の大型貯蔵具で
は、J11 の 6 層以降、ナデ調整のままとする事例が増
加する傾向を見出せた。このように器面装飾を省く傾
向は、エジプト系大型貯蔵具の生産が機能性をより重
視する方向にシフトした結果とも捉えられるだろう。

図 6　分析対象資料の主な胎土（混和材）の種類（縮尺不同）
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4.4.5．まとめ
　テル・エラニ遺跡 D3H 区 J11・J12 グリッド出土土
器の定量分析の結果、エジプト系土器は 8 層から 4 層
に至るまで継続して一定量存在したことが判明した。
また、7〜6 層の間に大きな変化が認められることが
明らかになった。確認できた諸変化を、系統・機能・
生産という 3 つの観点からまとめる（表 5）。
　まず、土器の系統について、J11 の 6 層を境にエジ
プト系土器の比率が増大することが判明した。しか
し、この現象は、7〜6 層における南レヴァント系土
器の激減と連動しており、エジプト系土器の数量が増
加したことを示しているのではない。一方、J12 の 6
層では、南レヴァント系土器の激増が認められた。上
記の様相は、7 層から 6 層にかけて、多くの南レヴァ
ント系土器が屋内の J11 から屋外の J12 へ「排除」さ
れたと捉えることもできる。ただし、J12 の 6 層にお
いてもエジプト系土器が多く出土したので、エジプト
系土器と南レヴァント系土器が相互排他的な分布を示
すわけではない。
　次に、機能的観点から結果を見ておく。空間の機能
を示唆しうる器種構成について、エジプト系土器で
は、屋内空間であった J11 の 6 層において大型貯蔵具
の卓越が認められた一方、屋外空間と考えられる J12
では多様な器種が見られた。大型貯蔵具が卓越する傾
向は J11 の 5 層でも継続することから、屋内空間が貯
蔵に特化していった可能性も考慮できる。また、付随
的ではあるが、エジプト系大型貯蔵具の器面装飾（外
面）の分析結果は、6 層以降における簡略なナデ調整
の卓越を示しており、運搬・貯蔵という機能的側面を
ますます重視するようになった状況を端的に示すのか
もしれない。
　最後に、土器の生産に関連する変化をまとめる。ま

ず、6 層以降におけるエジプト系大型貯蔵具の製作に
際して、繊維質に代わりスサの混和が明らかになっ
た。また、両系統の大型貯蔵具の胎土（混和材）の分
析により、J12 の 6 層におけるハイブリッド型土器の
存在が一定数認められた。これは、6 層における屋内
外空間の機能分化後、特に屋外空間において両系統土
器の製作技法が混淆した結果とも捉えられる。この技
術的混淆は、南レヴァントにおいて近接して生活して
いた両文化の担い手が、一定頻度で相互に交流してい
たことを示しているのかもしれない。なお、エジプト
系大型貯蔵具の成整形技法を見ると、6 層以降でロク
ロナデ調整が増加傾向を示した。こうした一連の変化
は、エジプト系大型貯蔵具の生産における技術的発展
の一様相を示唆している可能性もある。
　上記 3 つの観点を合わせると、テル・エラニ遺跡
D3H 区 6 層における出土土器の諸変化は、量的のみ
ならず質的でもあったとみられる。6 層における
Building H4 の出現も考慮すると、この時期のテル・
エラニ遺跡 D 区にエジプト系の拠点が築かれた可能
性も否定できないだろう。ただし、本稿で示した出土
土器の定量データは選択的・断片的であるため、エジ
プトとの関係やその影響を具体的に描くに至らない。

5．考察：テル・エラニ遺跡から見た両地域間関係
　冒頭で述べたように、両地域間関係は段階③（前
3200〜3000 年頃）に最盛期を迎えた。出土土器が大
きな変化を示したテル・エラニ遺跡 D3H 区 6 層は前
3150〜3050 年頃にあたるとみられ、段階③と年代的
によく整合する。同時期のナイル河下流域は 0 王朝か
ら第 1 王朝への移行期（ナカダⅢC1 期）にあたり、
遺跡出土の文字資料の研究からナルメル王及びアハ

表 5　D3H 区 J11・J12 出土土器の層位別・項目別傾向
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（Aha/Hor-Aha） 王 の 存 在 が 知 ら れ て い る
（Hendrickx 2006: 88-90, Table Ⅱ. 1.6）。また、両
地域をつなぐ北シナイでは、0 王朝から第 1 王朝の小
拠点が無数に見つかっており、セレクを伴う土器片も
多数採集された（Oren 1989）。こうした状況を勘案
すると、段階③における両地域間関係は、それ以前の
関係の単なる継続的様相ではなく、ナイル河下流域に
おける王朝成立を背景として急激にピークを迎えて短
期間で終息したと推察される。最後に、本稿の分析結
果を踏まえて、段階③における両地域間関係につい
て、南レヴァントとナイル河下流域それぞれの観点か
ら考察しておく。

5.1．南レヴァントにおける状況の再評価
　南レヴァントにおいては、ファン・デン・ブリンク
とブラウンによる EB IB2 期後半頃（前 3200〜3000
年頃）における両地域間関係の整理が、核 - 周縁モデ
ル以後は最も体系的である（van den Brink and 
Braun 2003; Braun 2004）（図 1）。この仮説で示され
た南レヴァント諸遺跡の分類（階層）は、下記のとお
りである（Braun 2004）。第 1 階層の遺跡（テル・
エッ＝サカン遺跡、エン・べソル遺跡、テル・マアハ
ズ遺跡）からはほぼエジプト系物質文化のみが出土し

（Gophna ed. 1995; Beit Arieh and Gophna 1999; 
de Miroschedji et al. 2001; Amiran and van den 
Brink 2002）、エジプト系の恒久的拠点と解された一
方、テル・エラニ遺跡をはじめとする第 2 階層の遺跡

（他に、テル・ハリフ・テラス遺跡、テル・ロッド
［Tel Lod］遺跡）は在地系居住地内に築かれた逗留
地と看做された。なお、第 3 階層は少量のエジプト系
搬入品を伴い、第 4 階層はエジプト系物質文化を全く
伴わない南レヴァント在地系の遺跡である。この分類
により両地域間関係の様相は概ねうまくまとめられた
が、各遺跡の規模と存続期間を考慮せずに一括してい
る点は大きな問題であろう。今回分析対象とした第 2
階層のテル・エラニ遺跡は、エジプト系物質文化が認
められた遺跡の中で最大の規模であり、8〜4 層に亘
り一定量のエジプト系土器が継続的に出土することが
今回初めて確かめられた。これに比肩するのは唯一、
第 1 階層のテル・エッ＝サカン遺跡（推定規模 5 ha）
である。同遺跡はナカダⅢA〜ⅢC1 期（9〜6 層）に
居住されたと考えられ、8・7 層では居住域を取り囲
む泥レンガ製の城壁が造られ、最終的に 6 層におい
て、外（南西）側に斜堤が取り付く本格的な城壁（本
体幅 3.8 m）に発展した（de Miroschedji et al. 
2001; de Miroschedji 2015）。また、ここから出土し
た土器の 90％以上がエジプト系で占められており、
表採品であるナルメル王名を除くセレク片 6 点は 7 層
から出土した（de Miroschedji 2015: 1016）。これら

2 遺跡以外では、エジプト系物質文化は限られた文化
層でのみ認められる（e.g. Levy et al. 1997; van den 
Brink 2002; Paz et al. 2015）。
　14C 年代の不足により、各文化層の絶対年代の推定
は多少の困難を伴うが、セレクや土器型式に基づい
て、エジプト系物質文化が出土した主な遺跡の存続期
間を図 7 にまとめた。この図では、ブラウンによる遺
跡分類（第 1〜3 階層）にしたがって遺跡を配列して
いる9）。各遺跡における横棒は層序の変遷を表し、斜
線部分は、エジプト系土器が出土土器全体のうち一定
量を占めていたことを意味する。なお、横棒下の印は
セレクの出土と個体数を表しており、記されていた王
名の種類は、図 7 内の凡例に示すとおりである。
　テル・エッ＝サカン遺跡とテル・エラニ遺跡を基軸
に見ると、前 4 千年紀末の最も早い段階でテル・エッ
＝サカン遺跡の利用が始まり、他の遺跡におけるエジ
プト系物質文化の出現はこれにやや遅れて徐々に起
こったと考えられる。また、テル・エラニ遺跡の 7〜
6 層に相当する時期には、エジプト系物質文化が急激
に増加したことが図 7 からも明らかであり（cf. Levy 
and van den Brink 2002; de Miroschedji 2002）、エ
ジプトからの影響の増大が示唆される。この時期に、
先述のとおり、テル・エラニ遺跡においてエジプト系
の拠点が築かれた可能性がある。ナルメル王のセレク
が海岸平野南西部周辺に位置する複数の遺跡で出土し
たことから、同時期の一連の出来事は、ナルメル王の
治世における瞬間的な進出現象と捉えられるだろう。
　前 3100 年以後、両地域間関係のピークアウト後
も、テル・エラニ遺跡からは依然として多くのエジプ
ト系土器が出土するため、EB Ⅱ期直前（前 3050 年
頃）まで同遺跡はおそらくエジプト系の拠点として機
能し続けていたと思われる。ブラウンによる第 1 階層
に含まれるエン・べソル遺跡も、ナルメル王の次代で
あるアハ王のものである蓋然性が高いセレクの出土に
基 づ く と（Schulman 1976: Fig. 2; van den Brink 
and Braun 2002）、テル・エラニ遺跡 4・5 層と時期
的に併存していたと考えられる10）。また、セレクは出
土していないが、テル・エッ＝サカン遺跡 6 層もこの
時 期 に 併 行 す る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る（de 
Miroschedji 2015）。
　以上をまとめると、前 4 千年紀末の両地域間関係
は、エジプトによる海岸平野南西部への漸進的な進出
に始まり、ナルメル王の頃に海岸平野南西部を中心と
する南レヴァントの多数の遺跡に影響を及ぼす直接
的・植民的な様相に劇的に転換し、その後も南レヴァ
ント系文化圏内に、テル・エラニ遺跡の事例に示され
るような主要な拠点が維持されていたと解釈すること
ができる。テル・エラニ遺跡における多層位に亘るエ
ジプト系土器の出土は、こうした一連の変化をよく記
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録していると考えられる。いずれにしても、前 4 千年
紀末の両地域間関係の具体像については、土器をはじ
めとする層位的出土遺物の定量データの蓄積、各所で
の検出遺構の分析、セレク・土器型式・14C 年代によ
る遺跡層序間の併行関係の整理を通じて、更に検証し
ていく必要がある。

5.2．ナイル河下流域・北シナイにおける状況の再評価
　ナイル・デルタでは、テル・エラニ遺跡 8〜4 層に
併行するナカダⅢB〜ⅢC1 期の遺跡が 30 件以上確認
されているが、南レヴァント系物質文化の発見事例は
東部の数遺跡に限られる。交易拠点と解釈されるテ
ル・エル＝ファルカ遺跡西丘では、ナカダⅢB 期の大
型建物11）から南レヴァント系貯蔵壺が複数出土した

（Czarnowicz 2012）。一方、併行するミンシャト・
アブ・オマル（Minshat Abu Omar）遺跡Ⅲ期及び
テル・イブラヒム・アワド遺跡 6 層からは南レヴァン
ト系土器が出土しているものの、点数が限られるか不
明である（Kroeper 1989; van den Brink 1992）。ナ
カダⅢC1 期初めになると、テル・エル＝ファルカ遺
跡西丘の大型建物は存続するが、模倣品を除く南レ
ヴ ァ ン ト 系 土 器 は 出 土 し な く な る（Jucha 2005; 
Czarnowicz 2012）。また、同時期のミンシャト・ア
ブ・オマル遺跡 IV 期及びテル・イブラヒム・アワド

遺跡 5b 層からは、南レヴァント系物質文化の発見は
報告されていない（Kroeper 1989; van den Brink 
1992）。他方、北シナイでは、先王朝後期〜第 1 王朝
においてエジプト・南レヴァント両系統の遺跡が分布
し、採集土器の約 80％がエジプト系であった（Oren 
1989）。また、採集土器全体の中で貯蔵壺が多数を占
め、採集土器の大多数が 0 王朝〜第 1 王朝初め（ナカ
ダⅢB〜ⅢC1 期頃）の年代を示すことから（Oren 
1989）、短期間における両地域間交易の活発化が示唆
される。
　上記で見たナイル・デルタと北シナイにおける状況
は、ナカダⅢC1 期初めの第 1 王朝成立に伴う、交易
品需要の増大と連動していた蓋然性が高い。王朝の成
立により、エリート層による奢侈品の消費が必然的に
増え、物品の専業的な生産体制が拡充し、周辺地域か
らの物品調達がますます急務になったと考えられる

（cf. Guyot 2011; Hartung 2014）。さらに、現在のカ
イロ近郊における王都12）や墓地群の新設といった第 1
王朝成立前後の出来事もまた、この状況に拍車を掛け
た か も し れ な い（cf. Wilkinson 1999; Hartung 
2014）。こうした状況への対応策として、エジプト国
家により対外交易が再編されたと考えるのは理に適っ
ている。この観点から、テル・エラニ遺跡 6 層におけ
るエジプト系土器の増加は、エリート層の維持に不可

図 7　南レヴァントにおけるエジプト系遺物出土遺跡の時空間的変遷
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欠な外来品の安定的な供給を目的として、第 1 王朝が
北シナイ経由で南レヴァントとの交易に直接的・体系
的に関与し始めたことを反映している可能性がある。
今後、南レヴァントに近い、下エジプトにおける調査
がさらに進展し、両地域間関係に関する理解が深まる
ことに期待したい。

6．おわりに
　本稿では、かねてより議論されてきた前 4 千年紀後
半におけるエジプト - 南レヴァント間関係の様相につ
いて、テル・エラニ遺跡 D3H 区の発掘調査により出
土した土器群の分析から得られた、新しい定量的デー
タから改めて考察した。現在までに取得できた暫定的
なデータであるにもかかわらず、テル・エラニ遺跡
D3H 区出土土器の層位的定量データは、エジプトと
の継続的な関係性と、同地区 6 層におけるエジプトの
影響の急増と質的変化を示している。特に後者は、同
時期（EB IB2 期中葉＝前 3100 年頃）の南レヴァント
におけるエジプト系物質文化の頻出現象と連動してい
る。ナルメル王のセレクが複数の遺跡から出土してい
ることも合わせると、この現象はナルメル王の治世に
おける両地域間関係の急激な活発化を表していると考
えられる。
　同時期のナイル河下流域（ナカダⅢB〜ⅢC1 期）
は 0 王朝から第 1 王朝成立の時期にあたり、ナカダⅢ
B 期にはナイル・デルタ東部の諸遺跡では南レヴァン
ト系物質文化が出土した。ところが、ナカダⅢC1 期
初めには南レヴァント系物質文化の出土事例はほぼ皆
無となった。なお、東隣の北シナイの諸遺跡では、ナ
カダⅢB〜ⅢC1 期を通じて南レヴァント系土器が継
続的に認められている。
　南レヴァント及びナイル河下流域におけるこれまで
の研究知見を合わせると、第 1 王朝が成立した頃、ナ
ルメル王の治世下でエジプトによる対外交易の再編が
進み、これと関連して南レヴァントにおけるエジプト
系物質文化の出土事例が急増したと考えられる。テ
ル・エラニ遺跡 D3H 区 6 層から出土した土器群に見
られた諸変化は、この状況を表しているのだろう。今
後、両地域間関係の具体像をさらに追求するために、
同時代のエジプトにおける歴史的状況を掘り下げつ
つ、南レヴァントにおける考古学的な定量データを蓄
積していく必要がある。
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　なお、本稿の執筆分担は下記のとおりである。山藤：全体編
集、 要 旨、1、2.1、4.3、4.4、5、5.1、6、 謝 辞、 註 1〜10； 黒
沼：2.2、註 11・12；山藤・アトキンス：3；山藤・イェクティ
エリ：4.1、4.2；山藤・黒沼：5.2。

註
1 ）南レヴァントとは、今日のイスラエル、ヨルダン、パレス

ティナ、レバノン南部、ゴラン高原、シナイ半島を含む、
東地中海沿岸域南東部に広がる地域を指す。ナイル河下流
域とは、エジプト王朝が成立したナイル河沿いの地理的範
囲を指し、同地域の王朝や文化に言及する際にはエジプト
という名称を用いる。

2 ）上エジプトのヒエラコンポリス（Hierakonpolis）から出
土したナルメル王の戦勝パレットには、王の象徴であった
雄牛がアジア風の容貌をした人物（アジア人）を踏みつけ
て都市の城壁を破壊している場面（表面下段）や、逃げ惑
う様子の 2 人のアジア人（裏面下段）が描かれていた

（Yadin 1955）。後者それぞれの左上には、城壁及び凧形遺
構（Kite site）と解される記号が付され、これにより、同
パレット裏面下段はシスヨルダン・トランスヨルダンにお
ける民族の征服を表現しているという見解が示された

（Yadin 1955）。
3 ）イェイヴィンが集中的に発掘調査を行った D 区東半では、

EB IB 期の公共施設と考えられる泥レンガ製の多柱式大型
建物（Building 7102）が見つかっている（Yeivin 1961）。
検出層位は長らく VI 層と考えられてきたが、近年では V
層とする異論もある（Czarnowicz and Braun 2019）。

4 ） 本 研 究 で の 土 器 の 点 数 は、 最 小 個 体 数（Minimum 
Number of Vessel: MNV）に基づいている。この方法で
は、同一個体と判断できる土器片は全てまとめて「1 点」
と数えることになる。今回の分析では、口縁部や底部など
の特定部位のほか、全胴部片をも分析対象としているため
同一個体の識別が困難な場合もあり、MNV によるカウン
ト数が実際の個体数よりもやや大きくなっている可能性が
ある。より実数に近いカウントを実現するために、この土
器カウント法は今後も改良の余地があるだろう。

5 ）胎土の識別・分類は、20 倍の拡大鏡により行った。
6 ）本来ならば産地が判明している土器については「エジプト

産土器」「南レヴァント産土器」と記述すべきであるが、
南レヴァント産のエジプト土器やハイブリッド型土器の存
在を考慮して、混乱を避けるためにあえて一貫して「エジ
プト系土器」「南レヴァント系土器」と記述している。

7 ）実際の器種としては 7 種類であるが、「その他（Varia）」
も含めると 8 種類となる。

8 ）9 層における一定数のロクロナデの存在は、エラニ C
（‘Erani C）土器群と関連している。エラニ C 土器群と
は、テル・エラニ遺跡 DⅡ区の発掘調査において C 層か
ら出土した EB IB 期の土器群を指している（Kempinski 
and Gilead 1991）。後に、同土器群の詳細な分析が行わ
れ、エラニ C 土器群は EB IB1 期（前 3400〜3200 年頃）
に位置付けられた（Yekutieli 2006）。エラニ C 土器群は、
周 辺 遺 跡 で も 認 め ら れ る 南 西 カ ナ ン・ グ ル ー プ

（Southwestern Canaanite group）とテル・エラニ遺跡
に特有なエラニ・グループ（‘Erani group）に分類できる
が、いずれも EB IA 期にその系譜を辿ることができ、ロク
ロの使用も度々認められる。また、後者は EB IB1 期以後
に見られなくなるが、前者の特徴の一部は EB IB2 期にも
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継続する（Yekutieli 2006）。
9 ）図 7 には 1 群に分類されないタウル・イクベイネ遺跡が含

まれている。同遺跡は EB IA2〜EB IB1 期を通じて一定量
のエジプト系土器を伴っていた（Oren and Yekutieli 
1992）。その立地はテル・エッ＝サカン遺跡に程近く、先
行するエジプト系拠点の所在地と看做せることから、例外
的に取り上げた。

10）A. R. シュルマン（Schulman）による当初の研究では、
エン・べソル遺跡Ⅲ層出土のセレクはデン王（Den）に帰
された（Schulman 1976: 25-26）。しかし、出土遺物等か
らⅢ層の年代がエジプト第 1 王朝初頭に位置付けられたこ
とから（Gophna 1976 a）、このセレクはアハ王の名を記
したものと考えられるようになった（Gophna 1976 b; 
van den Brink 2002）。なお、ナルメル王以前のセレクが
全て焼成前に刻印された一方、エン・ベソル遺跡出土セレ
クは南レヴァント産の土器に焼成後に刻まれていた（van 
den Brink 1995: 202）。

11） こ の 建 物 は「 行 政・ 祭 祀 拠 点（Administrative-cultic 
centre）」と報告されており、テル・エル＝ファルカ遺跡
第 4 段階中葉から第 5 段階にかけて使用が確認された。同
遺跡第 4 段階はナカダⅢA1〜ⅢB 期初めに、第 5 段階はイ
リ・ホル（Iry-Hor）王からジェル（Djer）王の治世（ナ
カダⅢB〜ⅢC1 期）に当たる（Ciałowicz 2018: Table 1）。

12）ただし近年、南シナイの岩壁碑文の研究から、カイロ近郊
における王都の創建が、イリ・ホル王の治世期（ナカダⅢ
B 期 ） に 遡 る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る（Tallet and 
Laisney 2012）。
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